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長
崎
県
大
村
市

　
「
日
本
一
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」。
大
村
市

が
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
都

市
将
来
像
だ
。
事
実
、
県
内
の
一
三
市
で
は

唯
一
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
と
い
う
。
今

後
も
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
の

か
。
人
材
育
成
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
そ

ん
な
興
味
も
持
ち
な
が
ら
、
六
月
二
九
日
、

大
村
市
役
所
を
訪
ね
た
。

大
村
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

ま
ず
、
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る

と
、
大
村
市
は
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
東
は
多
良
山
系
、
西
は
波
静
か
な
大

村
湾
に
囲
ま
れ
た
、
人
口
約
九
万
四
〇
〇
〇

人
（
平
成
二
七
年
四
月
現
在
）
の
自
然
豊
か

な
都
市
で
あ
る
。

　

古
く
は
、
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で

あ
る
大
村
純
忠
が
統
治
し
た
城
下
町
で
、
純

忠
は
一
五
八
二
年
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
を

ロ
ー
マ
に
派
遣
し
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
も

名
高
い
。
明
治
期
以
降
は
、
陸
軍
歩
兵
連
隊

や
海
軍
航
空
隊
、
更
に
昭
和
一
六
年
に
は
、

当
時
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
第
二
一
海
軍
航
空

廠
が
置
か
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
「
軍

都
」
と
し
て
発
展
し
た
。
鉄
道
大
村
線
の
開

通
、
大
村
平
野
の
都
市
化
な
ど
、
現
代
に
つ

な
が
る
大
村
の
都
市
計
画
の
大
枠
が
つ
く
ら

れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
世
界
初
の
海
上
空
港
で
あ
る
長

崎
空
港
か
ら
六
㎞
、
長
崎
自
動
車
道
大
村
Ｉ

Ｃ
か
ら
二
㎞
と
交
通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
利

便
性
を
生
か
し
、
企
業
誘
致
も
盛
ん
だ
。
二

つ
の
産
業
団
地「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
」「
オ

フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
に
は
県
の
研
究
施
設

や
高
度
技
術
型
の
製
造
工
場
な
ど
が
集
積

し
、
多
く
の
雇
用
を
生
ん
で
い
る
。

　

観
光
面
を
見
る
と
、
大
村
城
址
の
外
堀
を

利
用
し
て
で
き
た
大
村
公
園
は
、
二
〇
〇
〇

本
の
桜
を
は
じ
め
、
三
〇
万
本
の
花
菖
蒲
が

公
園
内
を
彩
り
、
春
の
花
見
シ
ー
ズ
ン
に
は

多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
。
こ
の
ほ
か
、
大
村

純
忠
ゆ
か
り
の
史
跡
や
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の

厳
し
い
弾
圧
の
歴
史
を
物
語
る
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
の
数
々
、
景
勝
地
・
野
岳
湖
公
園
、

農
業
の
い
わ
ゆ
る
六
次
産
業
化
で
人
気
の
体

験
型
農
村
交
流
施
設
「
お
お
む
ら
夢
フ
ァ
ー

ム
・
シ
ュ
シ
ュ
」
な
ど
の
観
光
資
源
が
あ
る
。

　

ま
た
大
村
市
は
、
一
九
五
二
年
に
全
国
初

の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
開
催
し
た「
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
発
祥
の
地
」
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。
一
時
は
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
や
景
気
低

迷
の
影
響
な
ど
で
赤
字
に
転
落
し
、
存
続
の

危
機
に
直
面
し
た
が
、
市
で
は
「
大
村
ボ
ー

ト
再
生
の
た
め
の
経
営
戦
略
会
議
」
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
経
営
再
建
に
着
手
、
三
年
で
黒

字
に
転
換
し
た
。
そ
の
収
益
は
大
村
の
福
祉

政
策
を
支
え
る
財
政
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
三
月
に
は
更
な
る
収
益
拡
大
を
狙
い
、

ス
タ
ン
ド
施
設
を
建
て
替
え
た
新
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

新
幹
線
効
果
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
三
四
年
春
の
開
業
に
向
け
、
博
多
～

長
崎
間
を
一
時
間
七
分
で
走
行
す
る
九
州
新

幹
線
・
西
九
州
ル
ー
ト
（
長
崎
ル
ー
ト
）
の

建
設
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
大
村
市
に
は
新

大村市庁舎

帆船をイメージした大村ボートレース場の新スタンド

「日本さくら名所百選」の地に選定されている大村公園
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け
て
の
中
堅
職
員
が
極
端
に
少
な
く
な
り
、

逆
に
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代
半
ば
に
か
け

て
の
若
手
職
員
が
極
端
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
職
員
構
成
の

中
で
各
種
の
行
政
課
題
に
対
応
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
職
員
個
々
の
人
材
育

成
に
取
り
組
み
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
」
と
、
見
直
し
の
意
図
を

説
明
す
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
の
見
直

し
で
は
「
目
指
す
べ
き
職
員
像
」
を
掲
げ
る
と

と
も
に
、「
職
位
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・

意
識
お
よ
び
果
た
す
べ
き
役
割
」
を
示
し
、
研

修
制
度
、
人
事
制
度
と
い
っ
た
支
援
体
制
の
充

実
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

研
修
制
度
に
関
し
て
は
、「
職
場
内
研
修

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）」「
職
場
外
研
修（
Ｏ
Ｆ
Ｆ-

Ｊ
Ｔ
）」

「
自
己
啓
発
」
を
三
本
柱
に
、
能
力
開
発
手

法
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
能
力
開
発

に
対
す
る
主
体
性
や
意
欲
を
促
す
取
り
組
み

も
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｆ-

Ｊ
Ｔ
の

派
遣
機
関
に
は
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
の

研
修
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
研
修
）
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ-

Ｊ
Ｔ
の
意
義
に
つ
い

て
は
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
自
己
啓
発
で
は
得
が
た
い

専
門
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
、
視
野
の
拡

大
や
新
し
い
発
想
、
意
識
改
革
、
他
団
体
の

職
員
と
の
交
流
促
進
が
期
待
さ
れ
る
」
と
記

し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
研
修
の
活
用
状
況
・
評
価

　

セ
ン
タ
ー
研
修
の
参
加
者
は
〈
別
表
〉
の

と
お
り
、
平
成
二
六
年
度
は
一
七
名
で
前
年

度
の
八
名
か
ら
倍
増
し
た
。
吉
村
課
長
は
こ

の
要
因
に
つ
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
が
若
い
と
き

大
村
駅
（
仮
称
）
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、

全
国
で
初
め
て
の
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

（
軌
間
可
変
電
車
）
の
車
両
基
地
が
設
置
さ

れ
る
。
こ
れ
で
空
港
、
高
速
道
路
、
新
幹
線

の
高
速
交
通
網
が
整
う
こ
と
に
な
り
、
観
光・

ビ
ジ
ネ
ス
の
起
爆
剤
と
し
て
大
き
な
期
待
を

集
め
て
い
る
。

　

今
後
、
大
村
市
で
は
新
幹
線
効
果
を
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
新
大
村
駅

周
辺
や
車
両
基
地
周
辺
な
ど
を
拠
点
と
し

て
、
公
共
交
通
体
系
と
道
路
網
で
各
拠
点
を

結
ぶ
「
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
を
推
進
し
て
い
く
。
こ
の
た
め
、

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け

た
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
国
の
「
都
市
再
構
築
戦
略

事
業
」
を
活
用
し
て
各
種
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
、「
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
着
工
す
る
県
立
・
市
立
一
体
型

の
図
書
館
建
設
も
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
を

活
用
す
る
も
の
で
、
平
成
三
〇
年
度
中
の
供

用
開
始
を
見
込
む
。
現
市
立
図
書
館
は
築
四

〇
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
・
狭
隘
化
が
著
し

く
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
市
で

は
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
長
崎
市
内
に
あ
る

県
立
図
書
館
の
誘
致
活
動
を
精
力
的
に
展
開

し
、
こ
の
ほ
ど
県
か
ら
認
め
ら
れ
た
。
県
庁
所

在
地
以
外
に
県
立
図
書
館
を
設
け
る
の
は
全

国
で
も
珍
し
く
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
活
力
を
担
う

知
の
交
流
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

人
材
育
成
基
本
方
針
の
見
直
し

　

大
村
市
は
平
成
二
六
年
四
月
、
こ
れ
ま
で

の
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」（
平
成
一
六
年
三

月
策
定
）
を
見
直
し
、
第
一
次
改
訂
版
と
し

て
新
た
な
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。
そ
の
理

由
は
、
策
定
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
て
、
地

方
分
権
の
進
展
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
一
つ
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
こ

の
間
に
実
施
さ
れ
た
行
財
政
改
革
に
よ
る
職

員
採
用
抑
制
や
、
そ
の
後
の
団
塊
世
代
の
職

員
退
職
と
そ
れ
に
伴
う
新
規
採
用
職
員
の
急

増
に
よ
り
、
年
齢
別･

経
験
年
数
別
の
職
員
構

成
な
ど
組
織
構
造
に
も

大
き
な
変
化
が
生
じ
て

い
る
こ
と
だ
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、

人
事
課
の
吉
村
武
史
課

長
は
「
年
齢
別
の
職
員

数
を
一
〇
年
前
と
比
較

す
る
と
、
二
〇
代
後
半

か
ら
三
〇
代
半
ば
に
か

扇状地に広がる大村市街。手前の丘陵地に立地する
のが大村ハイテクパークとオフィスパーク大村、左上に
は長崎空港も見える

大村市のセンター研修参加状況（平成２６年度）
【参加人数：17名】

参加研修名 研修期間

道路計画一般 ８日

道路管理一般 ８日

道路構造物の維持管理 ３日

用地事務(土地） ５日

大規模災害発災直後における対応 ３日

災害復旧実務 ５日

都市計画 ５日

区画整理 ５日

公園・都市緑化 ５日

下水道 ４日

開発許可Ⅰ ４日

河川構造物設計 ５日

建築確認実務Ⅰ ３日

建築設備（衛生） ５日
注）「道路計画一般」「大規模災害発災直後における対応」 

「区画整理」には２名が参加。
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は
、
先
輩
職
員
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
育
て

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
中
堅
職
員
層

が
薄
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
彼
ら
の
業
務
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
若
手
職
員
を
指

導
・
育
成
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
一
方
、
職
員
数
の
減
少
に
よ
り
、

若
手
職
員
も
す
ぐ
に
一
人
前
の
業
務
を
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
現
状
を
補
う

た
め
に
は
、
研
修
で
若
手
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

話
し
、「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
に
示
さ
れ
た

組
織
構
造
の
変
化
へ
の
対
応
を
大
き
な
理
由

に
挙
げ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
研
修
へ
の
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、

技
術
職
が
い
る
部
署
単
位
で
予
算
要
求
す
る

形
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
も

多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
都
市
整
備
部

の
黒
﨑
広
美
部
長
は
、
セ
ン
タ
ー
研
修
の
評

価
に
つ
い
て
、「
各
分
野
を
網
羅
し
た
豊
富
な

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
と

き
に
必
要
と
な
る
研
修
に
派
遣
で
き
る
の
が

メ
リ
ッ
ト
」
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

度
の
新
規
研
修
『
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
』
に
二

名
の
職
員
を
派
遣
し
た
こ
と
に
触
れ
、「
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
さ
な
く
て
は
人
口
減

少
社
会
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
、
と
い
う

危
機
意
識
は
強
い
。
た
だ
ど
こ
の
自
治
体
も
、

ど
う
目
指
し
て
い
く
か
、
立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
も
手
探
り
の
状
態
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
意
味
で
今
回
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
研
修
を
設
計
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
非
常
に
よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

セ
ン
タ
ー
研
修
を
受
講
し
た
感
想

　

セ
ン
タ
ー
研
修
の
感
想
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
六
年
度
に
受
講
さ
れ
た
四
名
の
職
員
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
『
河
川
構
造
物
設
計
』
を
受
講
し
た
河
川
公

園
課
の
馬
場
洋
平
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
演
習
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
図

面
を
手
描
き
し
た
り
、
複
雑
な
構
造
計
算
も

あ
っ
て
か
な
り
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
が
、「
コ

ン
サ
ル
か
ら
の
成
果
物
等
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
収
穫
を
口

に
し
た
。
ま
た
、
同
世
代
の
民
間
の
受
講
者

が
難
し
い
資
格
を
持
ち
、
演
習
で
も
主
導
し

て
進
め
て
い
る
姿
を
見
て
、「
発
注
者
側
も
負

け
て
ら
れ
な
い
」
と
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
。

　

建
築
住
宅
課
の
渡
邊
康
平
さ
ん
が
『
建
築

設
備
（
衛
生
）』
を
受
講
し
た
の
は
、
入
庁
し

て
三
か
月
後
だ
っ
た
。
初
対
面
の
人
と
寝
食

を
共
に
し
て
最
初
は
す
ご
く
緊
張
し
た
そ
う

だ
が
、「
業
務
や
技
術
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

相
談
す
る
う
ち
に
、
本
当
に
打
ち
解
け
る
こ

と
が
で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
」
と
話
す
。
今
年
度
は
翌

週
か
ら
『
建
築
設
備
（
空
調
）』
を
受
講
す

る
と
い
う
こ
と
で
、「
楽
し
み
で
す
し
、
集
中

し
て
勉
強
し
た
い
」
と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　
『
道
路
管
理
一
般
』
を
受
講
し
た
道
路
管
理

課
の
後
藤
誉
志
さ
ん
は
、「
法
制
度
や
安
全
・

環
境
対
策
な
ど
道
路
管
理
に
必
須
の
内
容
が

網
羅
さ
れ
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
た
」
と
振

り
返
る
。
ま
た
管
理
と
い
う
性
格
上
、
事
務

系
、
技
術
系
双
方
の
受
講
者
が
い
て
、「
演

習
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
に
も

違
い
が
見
ら
れ
、
勉
強
に
な
っ
た
」
と
、
技

術
屋
で
あ
る
後
藤
さ
ん
に
は
事
務
系
の
道
路

管
理
に
対
す
る
考
え
方
や
仕
事
ぶ
り
が
新
鮮

に
映
っ
た
。

　
『
大
規
模
災
害
発
災
直
後
に
お
け
る
対
応
』

を
受
講
し
た
危
機
管
理
課
の
執
行
武
弘
さ
ん

は
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
で
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
の

と
き
は
災
害
復
旧
活
動
に
従
事
し
た
。
そ
の

経
歴
か
ら
だ
ろ
う
、「
大
村
は
災
害
が
少
な
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
耳
学
で
も
い
い
か
ら
災
害

対
応
の
あ
り
方
を
学
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
説
得
力
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
自
ら
も
防
災
や
危
機
管
理
を
テ
ー

マ
に
講
義
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、「
災
害

対
策
基
本
法
の
改
正
点
等
、
研
修
で
確
認
で

き
た
こ
と
を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

お
わ
り
に

　

大
村
市
の
人
口
が
順
調
に
増
え
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
黒
﨑
部
長
は
「
交
通
利
便
性

が
高
く
、
下
水
道
整
備
率
も
ほ
ぼ
一
〇
〇
％

な
ど
都
市
機
能
が
充
実
し
て
い
る
ほ
か
、
土

地
が
比
較
的
安
く
、
若
い
人
に
支
持
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

　

今
後
、
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
、
さ
ら
に

人
口
流
入
が
進
む
公
算
は
大
き
い
。
た
だ
将

来
は
人
口
減
少
に
転
じ
る
推
計
も
示
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
大
村
市
が
持
続
可
能
な
発
展

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
な
企
業
誘

致
や
観
光
振
興
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
付
加

価
値
を
高
め
、「
日
本
一
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」

を
よ
り
強
力
に
、
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

黒﨑都市整備部長（前列中央・左）、吉村人事課長（前列中央・右）をは
じめ、お話をうかがった大村市職員の皆さん


